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あらまし 本稿では，人文科学研究における時空間情報の共有基盤の構築を目的とした， HGIS研究会

( WHGIS, Working group on Humanity Geographical Information Science）研究会の各著者の研究成果について

報告する．さらに，本研究会で構築を目指す地理情報共有システムについて検討する．所期の地理情報共

有システムによって研究者は古代から現在まで空間情報をシームレスに閲覧し再利用することが可能とな

り，新たな知見に結びつくことが期待できる．

Summary : This paper repo巾 theactivities of our Working group on the Humanities Geographical Information 

Sciences (WHGIS). Our pu中oseis the construction of the common base for dealing with spatiotemporal resources on 

the Humanities. Furthermore, we suggest a Geographical Information Sharing System (GISS) for the Humanities. 

This GISS enables res巴archersto browse seamlessly spatiotemporal resources. Therefore we hope that the GISS is 

useful to discover new knowledge on the Humanities. 

キーワード：時空間リソース，データベース，地理情報システム，情報共有，地名辞書
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1.はじめに

歴史学，考古学，地域研究のような人文科学研

究分野では，研究対象と地域要因，時代背景との

関りを把握することは非常に重要である．また，

その関りに着目することで，新たな研究視点の創

造に結びつくこともある．このような研究活動で

利用される古地図や衛星写真，歴史史料などの資

料の多くは，時間と位置に関する情報を含む．デ
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ータの分類や偏りを利用者が理解し易い形で示す

ために情報の視覚化は有効であり，時間と位置を

持つデータの視覚化には，地理情報システム（GIS)

が広く利用される.GISより，古地図や衛星写真な

どの地理情報や，歴史史料などのさまざまな情報

について，地図を媒介としてそれらの関連を視覚

化することができる．さらに，様々な研究者が協

調して研究するための効果的な環境を提供するた

めには，以下の項目に留意する必要がある［I].(1) 

すべての事件，オブ、ジェクトなどを地図に射影し，

このとき 3次元空間と時間を合わせた4次元空間

として表現される.(2）インターネットを介した分

散環境上で，研究者は，それぞ‘れの研究テーマに

関連した地理情報や関連情報を動的に選択できる．

(3) GPSによる位置情報を含む注釈，写真などのデ

ータベースへの登録と同時に，他の研究者による

閲覧や編集が可能で、ある（4）研究活動のための地

名辞書，地図，衛星写真などのリソースの分析や

再利用が可能である．

そこで， HGIS研究会（WHGIS, Working group on 

Humanities Geographical Information Science)Iま，こ

れらの要求を満たす，新しい共同研究および情報

共有環境の構築と実証を目指している 本稿では，

各著者の研究成果について報告し，本研究会で構

築を目指している地理情報システムの構想につい

て述べる．

本稿の構成は，次の通りである.2章では，歴史

史料や人文科学研究の書誌情報に関するデータベ

ースである「北東アジア地域の社会科学のための

資料・書誌情報データベースJについて報告する．

3章では，外字を含む歴史史料の電子化のための漢

字フォントである「E漢字」のデータベースについ

て報告する.4章では， 「古代・中世の日本の全地

震史料」データベースにおける GIS利用の効果に

ついて報告する.5章では，人文科学研究における

GIS利用のために必要な地名辞書の構築について

報告する.6章では， HGIS研究会で構築している

地理情報共有システムについて述べ， 7章で，これ

までの議論を踏まえた人文科学のための GISにつ

いて考察する．最後にまとめと今後の課題を述べ

る．

2.北東アジア地域の社会科学研究のため

の資料・書誌情報データベース

北東アジア・データベース研究会（研究代表，貴

志俊彦，島板県立大学）では，様々な組織で個別に

管理されている北東アジア地域についての資料を，

横断的に活用できるように，書誌情報や年表情報

をインターネット上で公開している．本章では，

「北東アジア地域の社会学研究のための資料・書

誌情報データベース（NEARDB）」の資料・書誌デー

タベース［2］と戦前期東アジア絵はがきデータベー

ス［3］について述べる．

2. 1資料・書誌データベース
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図 1NEARDBの実行例（モンゴル（人民共和）国科

学アカデミー刊行人文社会系学術定期刊行物記事

索引詳細検索画面）

「北東アジア地域の社会学研究のための資料・

書誌情報データベース」（NEARDB,

http://gdb.u-shimane.ac.jp/neardb/)[2］は，中国，モン

ゴル，日本に関する資料の共有を支援するための

多言語データベースである（図 I）.本データベース

は， 2004年4月から島根県立大学で公開され， 2005

年9月までに約 5000回の閲覧がある．本データベ

ースは，以下のようなデータベース群からなる．

(1) 20世紀前半年表データベース

(2）スタンフォード大学フーヴァー研究所中国関

係アーカイブ

(3) 『（北京特別市公署）市政公報』 ( 1938年～

1944年）件名データベース

(4) 上海租界工部局警務処文書（Shanghai

Municipal Police Files）データベース

(5）戦前期天津史文献目録データベース（邦文編）

(6）モンゴ、ル（人民共和）国科学アカデミー刊行人

文字土会系学術定期刊行物記事索引

これらのデータベースに対して利用者は，単純

なキーワードだけを用いた単純検索と，著者や表

題のような各データベースのデータ構造に即した

詳細検索が可能で、ある．さらに，利用者が選択し

た複数のデータベースに対する横断検索も可能で

あり，新たな資料の関連の発見が期待される．
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さらにNEARDBでは，一般的な日本語入力環境

である， MS-IMEでは入力が困難なモンゴル語入力

に対して JavaScriptを用いた支援ツールを提供し

ている．

2. 2戦前期東アジア絵はがきデータベー

ス

図 2戦前期東アジア絵はがきデータベース

過去，様々な地域で作成された絵葉書は，作成

された当時の地域特色を知る上で重要な資料であ

るといえる． 「戦前期東アジア絵はがきデータベ

ースJは，戦前の日本，中国，韓国に関する絵葉

書2134点を電子化し公開している（図2)[3］.この

データベースの検索には，キーワードに加えて地

図や時間軸を用いた検索が可能である．このよう

に地図や時間と結びつけて絵葉書を閲覧すること

によって，利用者は，当時の情景に関する分析が

容易になると考えられる．

3. e漢字

図 3e漢字閲覧例

c漢字は，故勝村哲也名誉教授（島根県立大学）

の研究成果として作成された漢字フォント，およ

び辞書コードやピンインなどの漢字属性データ集

である．島根県立大学では，漢字文献の電子化支

援を目的にE漢字をデータベース化し，インターネ

ット上で公開している［4］.本データベースの実行

例として，漢字「十」の閲覧例を図3に示す.e漢

字は，諸橋大漢和辞典，京大康照字典， Unicode2.0,

中華字海に収録されている約96000字の漢字を収

録している．本データベースでは，ビットマップ

データであったe漢字フォントを 24ポイント相当

の大きさのGIF画像に変換して公開している．利

用者は，フォン ト画像を自由にダウンロードして

WebページやMS-Word文書に貼り付けることがで

きる．利用者が目的の漢字フォントを選択するた

めに，本データベースでは，それぞれの辞書コー

ドに基づいた検索と，部首や画数，読みなどの漢

字属性に基づいた検索が可能である．

e漢字によって，外字を含む東アジア圏の歴史史

料の多くの電子化が可能となり，効率的な資料の

共有が実現できる．また， e漢字は，漢字に関する

属性情報を集約しているため，漢字自体の研究に

有益であると考えられる．

4.「古代・中世の日本の全地震史料Jデー

タベース

「古代・中世の日本の全地震史料Jデータベー

スは，歴史的な地震や災害に関する基礎資料と考

えられている「増訂大日本地震史料」（武者， 1941

編， 1943編）と「新収日本地震史料J（東京大学地

震研究所編， 1982年～1994年）を電子化し，デー

タベース化したものである［5］.本データベースに

よって，情報量の多い基礎資料から必要な情報だ

けを容易に取り出せるため，効率的な地震分布や

近年の地震との比較などが可能になる．

データベースの構築に当たり，基礎資料をXML

文書として電子化した．また，基礎資料の電子化

では，レイアウトや外字に関する情報も含む文書

に関するすべての情報を電子化するためのDTDを

定義した．本データベースは，検索に対して，レ

イアウトに関する XMLタグ情報に基づいて，元の

基礎資料のレイアウトを WWW上で再現している．

さらに，基礎資料にある重要な地震を対象として

時空間データベースを構築した．ただし地震の観

測点（緯度経度）を基礎資料にある地名から推定

した．図4は， Timemap[6］を用いて作成した時空

間データベースを地図化した例である．このよう

な地図化によって，歴史的な地震データの中から

信頼性の高い，または低いデータを容易に選別が

できる．
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図 4Timamapを用いた古代地震の表示例

このことから，地震学，火山学，歴史学など多

くの分野の研究者の協力によって構築された本デ

ータベースの効率的な共有に GISが有効であるこ

とを示していると考えられる．ただし， Timemap

は， 日本語や中国語なとoの多ノくイト文字で記述さ

れたデータに対する多言語処理の機能がない．ま

た，利用者による地理情報の編集機能も備えてい

ない．そこで，今後，基礎資料のような時空間情

報を人文科学における共同研究で効率的に利用す

るためのインタフェースなどが必要であると考え

られる．

5.人文科学GISのための地名辞書の構築

人文科学においてGJSの利用が普及しているが，

国外に比べ人文科学研究における GIS利用のため

のツールが十分に整備されているとはいえない．

そこで，本研究では，日本圏内の歴史的な地名に

関するデータベースを構築している［7］.本データ

ベースは，大日本地名辞書（吉田東伍著，明治33

年刊行）に記載されている53676ある地名の読みと

ローマ字表記および，地名に対応した緯度経度の

座標値を入力している．今後は，大日本地名辞書

にある地名と現代の地名の対応づけを行い，時間

的推移を視野に入れた調査の効率化を目指す．さ

らにさらに本研究では，延喜式に記載されてい

る 2861の神社の名前とその位置情報との関

係を示す辞書の構築を行っている．

このような地名辞書を構築することによって，

年代や分野の異なる人文科学研究者聞の地理情報

共有や共同研究が可能になり，新たな知識の発見

が期待できる．

6.地理情報共有システムプロジェクト

本章では，歴史学や考古学における共同研究の

支援のために， HGJS研究会が開発している地理情

報共有システムについて述べる［8][9][IO］.提案シ

ステムは，地図を媒介することで，地理情報や注

釈， GPSデータの共有と，時間と位置に基づいた

歴史史料や研究論文の関係を効率的に示すことが

できる．

本章では，本プロジェクトのテストタイプシス

テムである地域に関する注釈を共有するためのシ

ステム Gcollaboと， GPSデータを含む注釈の追加

システムについて報告する．最後に，本プロジェ

クトで開発している地理情報共有システムについ

て述べる．

6 . 1 Gcollabo 
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図 5Gcollaboの実行例

Gcollaboは，地図や衛星写真などの地理情報と注

釈の共有を支援するための Webアプリケーショ

ンである．図 5は，沖縄県名護市の基本地図（世界

白地図）に地図と衛星写真を重ねて表示している．

地図上の点は，その地点に関する注釈が付けられ

ていることを表す．利用者は，注釈を閲覧に加え

て任意の地点に注釈を追加することができる．

Gcollaboでは，地図や衛星写真などの薗像と注釈

を個別に管理し，それらの関係をフィールドとい

う単位で管理する．つまり，利用者は，フィール

ド単位で地理情報を閲覧する．また，それぞれの

データ（フィールド，地図，注釈，フィールド－地

図，フィールド・注釈）は， XMLファイルとして記

述される．

Gcollaboの地図に対する操作には，地図の拡大縮

小，平行移動，グリッドや注釈点の表示およびレ

イヤー表示の切り替えが可能で、ある．ただし，レ

イヤーの順序を利用者が変更することができない．

また，新規に追加された注釈は，フィールド全体

の再表示後に閲覧できる．
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Gcollaboは，簡易の地理情報閲覧システムであり，

着目する地域について，利用者間での知識共有に

有効であると考えられる．しかし，このシステム

は，注釈をレイヤーとして扱わないため，地域や

記入者などによる注釈の分類を示すことができな

い また，レイヤーの追加や削除もフィールドな

どのデータを手作業で修正しなければならないた

め，利用者は，このシステムで公開される地理情

報や注釈を使った分析が困難であると考えられる．

6 . 2 Gcollaboへの GPSデータの登録
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図 6GPSデータを含む注釈追加システム（クライ

アント実行例）

Gcollaboの応用として， GPSを用いて取得した

位置データを含む注釈（以下， GPS注釈と記す）の登

録システムについて報告する．図6にGPS注釈を

Gcollaboに登録するためのクライアントソフトウ

ェアの実行例である．本ソフトウェアは，ノート

PCに接続したGPSデ、パイスから取得した位置デー

タと注釈を無線LANで、サーパソフトウェアに送信

する．サーバソフトウェアは， Gcollaboで注釈を閲

覧するために注釈ファイルの作成と，地図画像と

注釈の関連を管理するファイルの更新をする．

このような Gcollaboの応用は， GPSと連帯した

注釈を WWW環境上でほぼリアルタイムに閲覧す

ることができるので，効率的な意見交換が実現で

きると考えられる．

また，本サーバと Gcollaboは，ファイルを介し

て情報を共有するため互いに独立している．した

がって，本サーバソフトウェアの出力されるファ

イル形式の修正も容易であるため， GoogleMapsな

どで閲覧するためのファイルも作成可能である．

クライアントソフトウェアは，現在，ノート PC上

でだけ利用可能であるが，今後はPDAのようなモ

パイル機器での利用を目指す．

6. 3地理情報共有システムの開発

6. 3. 1基本機能

前節までで述べてきた Gcollaboは，地図の閲覧

と注釈の共有だけが可能であり，地図の追加や注

釈の分類のような編集操作ができない．また，歴

史学や考古学では対象地域の時間的な変化を分析

が頻繁に行われるが， Gcollaboは地理情報の時間

的な変化を表現することができない．そこで本研

究では，次のような要求を満たす地理情報共有シ

ステムを開発する．

(I）地理情報の時間的変化を閲覧する際の効率化

一般的な GISでは，地理情報の時間的な変化

を表現するために年代ごとのレイヤーを作成

しなければならない． したがって対象期聞が

長くなるほどレイヤーの数が増え，表示など

の処理に時間を要すると考えられる．そこで

本研究では， TimeMapなどで利用されている

タイムスライド、パーを用いて，時間的な変化

を容易に表現できるようにする．

(2）地図，文献， GPSデータを統合利用

歴史学や考古学などの研究では，地図や衛星

写真に加えて，歴史史料や研究文献， GPSに

よる位置データのような，地理情報として校

正されていないデータも多数利用する目一般

にはこれらの情報ごとに，利用されるソフト

ウェアが異なることが多い．そこで本研究で

は，地図を媒介として様々な情報の関連を明

らかにするためのデータクリアリングハウス

を構築する．

(3）編集，保存機能

一般にMapServer, Global Mapのような WWW

環境を利用した地理情報閲覧システムは，収

集した情報について閲覧だけを許す 一方，

研究活動では，過去にした収集した情報の追

加や，不要な情報の削除のような編集によっ

て情報を整理することが多い．したがって，

本研究では，利用者に対して収集した地理情

報に対する新たな地理情報の追加や不要な地

理情報の削除のような編集操作を許す．さら

に，編集結果をプロジェク卜という単位で新

たな地理情報として公開することを許し，利

用者間の知識共有を支援する．

(4）注釈の共有

本研究では，リアルタイムな知識共有の支援

として，閲覧している地図に対する注釈編集

機能を利用者に提供する さらに，本システ

ムでは， GPSを持つ端末によって追加される
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注釈の閲覧および編集機能も持つ．これによ

り異なる地域にいる利用者間での，効率的な

知識共有が可能になると考えられる．

(5）多言語処理

アジア圏の資料は様々な言語で記述されてお

り，それらの閲覧や編集を行うためには，多

言語処理機能が必要である．さらに歴史史料

には， Unicodeのような標準的な文字コードに

はない外字が含まれていることがある．した

がって，開発する地理情報共有システムでは，

外字の表示，入力，検索を含む外字処理機能

が必要であると考えられる．

6. 3. 2 地理情報共有システムの構成

WI帆N勺 パ（＋ザーブラシトコノテナ）

データ
配｛重

め，地理情報以外にも，歴史文献， GPSデー

タ，プロジェクトのようなデータの種類に依

存しないメタデータを管理する．さらに本ク

リアリングハウスでは，詳細情報を持つ Web

ページへのリンクが書き込まれるような注釈

データもあわせて管理する．本研究では，歴

史的な地理情報に関するメタデータを記述す

るために， DublinCore Metadata Elements 

Set Ver.1.1 [ 11］に基づいて設計された ECAI

メタデータ［12］を用いる．

(3）ファイルサーバ

［ イけ ｜ 

一般にクリアリングハウスは，利用者の求め

る情報の所在地を明らかにするためのデータ

ベースであり，データ本体はそのデータを作

成した組織や個人が管理する しかし，研究

者個人でデータ配信を行うことは技術的，費

用的に容易ではない．そこで，本研究で提案

する地理情報共有システムでは，メタデータ

だけではなくデータ自身も管理する．ただし，

データ本体は，内容ごとに属性の構成が異な

るため，ここではデータベースで管理するの

ではなくデータ自身をそれぞれ 1つのファイ

ルとして管理する また，データ自身の信頼

性の保障とサーバのセキュリティの見地から，

データの登録は，一定の基準を満たした者だ

けに登録を許可する．

図 7地理情報共有システム構成

本地理情報共有システムは，一般的なクライア

ン卜・サーバ形式のシステムであり，本節ではそ

れぞれのシステム構成について述べる．

図7は，サーバの構成を示している．以下にそ

れぞれの構成要素について述べる．

(1) WWWサーバ

httpを利用してクライアントとの通信を処理

する．また，検索エンジンなどはservletを用

いるので， servletコンテナ機能ももっ クラ

イアントからの主な要求は，データ登録，検

索，データ閲覧があり，クライアントから受

け取った値を検索なとoの処理エンジンに渡さ

れる

(2）クリアリングハウス

一般にクリアリングハウスは，地理情報であ

れば地理情報だけを対象とするような特定の

種類の情報に関するメタデータだけを管理す

る しかし，本研究で構築するクリアリング

ハウスは，情報の横断的利用を目的とするた

(4）地名辞書，時代辞書

これらの辞書は，歴史史料，研究論文，検索

キーワードに含まれる地名や住所からの位置

（緯度経度）の特定や，和暦のような各国の暦を

統ーした時間表現に変換するためデータベー

スである.csvアドレスマッチングサービ
ス［13］などの現在提供されているアドレスマ

ッチングサービスの多くは，現在の住所を対

象にしたものであり，過去の地名から位置を

特定することは難しい．そこで，年代を考慮

し，過去の住所にも対応した辞書の構築が必

要であると考えられる．

(5）プロファイルデータベース

一般的な地理情報や歴史文献， GPSデータの

メタデータやデータ本体を登録するための認

証や，ある GPSデータ集合に対するタイトル

や製作者などといった共通のメタデータの属

性値を管理するデータベースである．

(6）メタデータ登録支援エンジン
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このエンジンでは，まずプロファイルデータ

ベースを参照して登録者の認証を行う．次に，



このエンジンはサーバが受信した地理情報や，

歴史史料， GPSデータのメタデータの形式の

検査を行う．その際には，歴史史料に含まれ

る地名を位置に変換するなどのメタデータの

補完処理もあわせて行う．

(7）検索エンジン

利用者からの検索要求にしたがって， SQLを

生成し，クリアリング、ハウスに問合せを行う

(8）結果生成エンジン

クリアリングハウスへの問合せ結果をクライ

アン卜での表示処理をするための形式（XML

文書）に変換し，クライアントに送信する．

次にクライアントの基本的な機能について述べ

る．クライアントは，通信プロトコルとして http

を利用したアプリケーションプログラムであり以

下のような機能を持つ．

(a）閲覧機能

地図の閲覧に必要な地図の拡大縮小，視点の

平行移動，レイヤーの表示，非表示，描画順

序の変更に加えて，地理情報の時間的な変化

を閲覧するためにスクロールパーを模したタ

イムスライド、パ←操作や，各年代の地図を一

定間隔で自動的に切り換えるようなアニメー

ション生成機能を持つ．

(b）検索機能

クライアントでは検索時，キーワード以外に，

地図上の範囲や，タイムスライドパー上の期

間についても，検索条件として指定できる．

また，キーワードによる検索では，メタデー

タの構造を無視した全文検索とメタデータの

構造に即した詳細検索機能を持つ．詳細検索

機能によって，人名と地名を区別した検索が

可能になると考えられる

(c）編集機能

クライアントに表示される地理情報への編集

操作として，注釈編集とレイヤー操作がある．

注釈編集は，地図の任意の点に対する注釈の

追加，削除操作である．レイヤー操作には，

収集した地理情報の集合（レイヤー）からの不

要なレイヤーの削除や，別の地理情報の追加

などが含まれる．また，このような編集操作

の結果は，プ口、ジェクトとして保存されるだ

けではなく，新たな地理情報として公開され

る．このようなプロジェクト操作によって，

本研究で構築する地理情報共有システムを用

いた研究成果の公開や研究者聞の共同研究支

援が可能になる．

6. 3. 3地理情報共有システムに関する

考察

本地理情報システムは，注釈ゃある地域に関連

する歴史史料などを地図上の点として表現する．

このような関連付けの対象は，点、として表現でき

るものだけではなく，川や道路のような線状のも

のや，山，国のような領域で表現されるものもあ

る．さらに，歴史史料などにある位置情報や時間

情報は，あいまいに記述されていることが多い．

したがって，関連付けを行う領域は，任意の形状

でありかっ，確立モデ、ルなどを用いて領域の唆味

さを表現ができるようにする必要がある．

本地理情報システムは，閲覧， レイヤーの追加

のような編集機能をもつが，面積や距離の計算の

ような空間分析機能は備えていない．しかし，研

究活動において，人口密度や可視領域の計算のよ

うな空間分析は重要なツールで、あるといえる．そ

こで本システムにも，利用者の要求に合わせた空

間分析機能を容易に追加するためのフレームワー

クが必要であると考えられる

7.考察

本プロジェクトには，コンテンツとして地名辞

書，歴史的な地震を対象としたデータベース，絵

葉書データベースのような位置情報を含むデータ

ベースと， NEARDBのように地名だけを含むデー

タベースがある．しかし，それぞれのデータベー

スのスキーマは異なるため，利用者は横断的にデ

ータベースを閲覧することができない．したがっ

て，本地理情報共有システムのクリアリング、ハウ

スに登録するためには，メタデータ作成やスキー

マ変換の支援が必要である．また，位置情報や時

間情報を含むデータは，クリアリング、ハウスへの

データ登録だけではなく地名辞書や年代辞書のデ

ータとしての利用も期待できる．本稿で述べたデ

ータベース以外の電子図書館やデジタルアーカイ

ブなどの既存のデータベースとの統合は，地理情

報共有システムの利用の範囲を広げる上で重要で、

ある．ただし，データベースの統合で必要なスキ

ーマ変換やデータ登録は，手作業で行われること

が多い．したがって，効率的なデータベース統合

のためのスキーマ変換規則などを記述するための

GUIベースの支援ツールの構築が必要で、ある．

本研究で提案する地理情報共有システムは，日

本国内に限らずアジアやアフリカなど，長期間か

っ広範囲の地域を対象としている．つまり，メタ

データなどの値は，多言語であり，かっ年代によ
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って地域の名称、が異なることがある．したがって，

地名辞書や年代辞書は，地名，年代辞書以外に多

言語辞書や考古学，歴史学に関するシソーラスや

オントロジーの構築が必要であると考えられる．

8.おわりに

地域研究，歴史学，考古学を含む人文科学分野

での研究では，歴史史料，学術論文，統計資料，

現地調査の結果のような様々な情報を利用する．

これらの情報の多くは各地に分散しているため，

効率的に利用するには電子化と共有化は不可欠で、

あると考えられる．また，それぞれの情報聞の時

間的空間的関係を認識することは，研究対象の多

角的な考察や分析，正確な再現にあたり重要なこ

とであると考えられる．そこで，本プロジェクト

では，人文科学で扱う時空間情報（地図，歴史史料，

研究資料など）の共有に適した情報共有システムの

構築を目指している．

また，本稿では， HGIS研究会各会員の活動報告

として，これまで構築したデータベースについて

報告した．各データベースは，それぞれ独立して

いるが，今後は，相互利用のためにメタデータを

構築し，本論文で述べた地理情報共有システムで

の利用を目指す．提案システムよって，研究者は

これらのデータベースにある時空間情報を横断的

に共有と再利用が可能となるので，人文科学研究

における新たな知識の発見や視点の獲得が期待で

きる．

今後は，地理情報共有システムのプロトタイプ

の構築と評価に加え，ここのデータベースを横断

的に扱うためのインタフェースの構築を目指す．
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